
今日の実験のまとめ

2-シアノ-6-ヒドロキシベンゾチアゾール
(CHBT)

ホタルルシフェリン
(D-Luciferin)

D-システイン

L-システイン

システインはアミノ酸のひとつ。

一般的に地球上に存在するアミノ酸は
すべてL体と呼ばれるもの。
でもホタルはD体のシステインを用い
てルシフェリンを作っていてL体では光
らないんだ。

おまけの話

D体とL体で赤色
の部分が違うよ。
CO2Hのついてい
る向きが違うよ。

D-システインが赤色の
部分を作ってるよ。

K2CO3
(炭酸カリウム)

この反応は塩基性(アルカリ性)でしか進まないよ
だからK2CO3でフラスコ内を塩基性にしているよ。

前半の実験ではホタルの光るもととなるホタルルシフェリンの合成をしたよ！
フラスコの中で何が起きていたのかを説明するね！

後半ではがん細胞を光らせたね！ホタルの光る仕組みを説明するね！

ルシフェラーゼ

ホタルルシフェリン オキシルシフェリン

ATP、Mg+、酸素

ルシフェラーゼはルシフェリンを
光らせるための酵素※だよ。

※酵素は人間の体の中にもたくさんあって、様々な反応の手助け
をしてくれるタンパク質だよ。ルシフェラーゼはホタルルシフェリン
をオキシルシフェリンにする手助けをしてくれているんだ。

オキシルシフェリンがホタルの
黄緑色の光を出している物質だよ。

ATPは生物が持つエネルギー源だよ。
人間もATPを使うことによって動くことが出来るんだ。

ホタルの生物発光は、ATP、Mg+（マグネシウムイオン）、酸素のあるところで、ホタルルシフェリンが
ルシフェラーゼの作用によってオキシルシフェリンになることによって起こるんだ。この作られたオキ
シルシフェリンはとてもエネルギーの高い状態（励起状態）になっていて、元の状態（基底状態）に戻
る際にそのエネルギーを光として放出することによって発光しているよ。
今回は、遺伝子組み換えによってがん細胞（HeLa細胞）がルシフェラーゼを作ってくれるようにして
いたためにがん細胞が光って見えていたんだね！

ホタルの発光のしくみ

もっと知りたいことがある人は牧先生もしくは研究員の北田までご連絡ください。
牧先生：s-maki@uec.ac.jp 北田：kitada@uec.ac.jp
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